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飯山市 の歴史

和算の流行と鳥出神社の算額
江戸時代から人々は数学を趣味
として楽しみ、難問を解いた証
として、問題と解法を額に表し
て神社・仏閣に奉納しました。
木島の鳥出神社には二つの算額
が奉納されています。第一額は
天保14年（1843）の奉納で図
形を組み合わせた面積の問題
が6問あり、第二額は弘化4年
（1847）の奉納で妙高山からの
距離を測った問題などが記され
ています。他にも木島平で八面
の算額が奉納されており、和算
が北信でも盛んであったことが
うかがえます。

アクション・アイデア企画 （例）

　など、「私たちで、こんなことをやっ
てみたいんだけど…」、「すでにもう、こ
んなことやってるので、手を貸して！」
など、ご連絡いただければお話をお聞
きして、できるだけお手伝いをさせてい
ただきます。
　飯山市公民館へお気軽にお立ち寄り
いただくか、ご連絡をお待ちいたします。

皆
さ
ん
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館
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お
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伝
い

新幹線開通に向けて、ア
クション・アイデアをおこ
していただけませんか。
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ご連絡先：総合学習センター（飯山市公民館）
ＴＥＬ６２－３３４２　ＦＡＸ６２－５９４０
e-mail：kouminkan@city.iiyama.nagano.jp

●ブログ等で飯山を発信し、飯山へ
お客様を迎える…大作戦

●飯山の歴史や食を紹介したり、ご
案内したい。

●飯山城下町ひな街道（２月18日
～３月３日実施：すでに実施されてい
る、素晴らしいまちおこし事例です。）

●回遊性のあるまち・飯山、農村の
暮らし・風景を楽しむ…大作戦

信
州
の
奥
座
敷・飯
山
へ
よ
う
こ
そ
！

第32回 飯山市民芸術祭
「創造と参加するよろこび」

【参加団体・個人一覧】（順不同・敬称略）

○展示発表
日時
4月21日(土 )午前９時～午後６時
　     22日(日 )午前９時～午後4時30分
会場
飯山市公民館・飯山市美術館
【参加団体・個人一覧】（順不同・敬称略）

○舞台発表
日時
4月１5日（日）午前９時３０分～
会場
飯山市民会館ホール（城山）

◎お問合せ：飯山市民芸術祭事務局（飯山市民会館内　℡62-3341）

参 加 者 募 集 ！ ロビー・コンサート　
普段の練習の成果を、発表してみませんか？
きれいな音色・歌声をホールに響かせてみませんか？

場　　所：飯山市公民館ホール
日　　時：４月２1日・２2日の開催時間中
申込締切：４月8日（日）
詳しくは市民芸術祭事務局までお問い合せください。

オカリナサークル「ヴィ・ヴァーチェ」　女声合唱団フ
ィオーレ　白鳥バレエ学園飯山教室　みゆき野吹奏楽
団　河藤たつ千代社中　飯山子どもと本をよむ会　ハ
ワイアンフラ　HERO’S　菜の花いいやま　飯山混声
合唱団　飯山コカリナ「ザ・メイプル」　コーロ・カメ
リア　飯山市民劇団「土」　飯山ハーモニカクラブ　

写楽会　パッチワークみゆき野　飯山市華道会（草月
流　草月流　池坊　池坊　梶井宮御流）　ももとせ塾
墨悠会　飯山水墨画協会（椿の会　水曜会　二輪草　
水墨会　ゆきわり水墨会　墨窿会）飯山日本画協会
（こぶしの会　楓の会　信濃日本画院　あじさいの会）    

Smily　尺八同好会　コールかたくり　Mickey　
AQUAaqua　簡化二十四式太極拳　こはる日の会
ダンスサークルたくみ　飯山花房会　飯山フォー
クダンスサークル　コーロ・エテルナ　老人大学
ＯＢコーラス　いいやまの元気な仲間たち　
轟昭二　島田美代

千曲みずゑ会　ちぎり絵グループ　飯山市書道協会
手芸サロン　仏像彫刻　サロン・ド・ライチ　
武田仁守　上野揮誠　今清水重之　松澤吾郎　
小林幸雄　松澤芳宏　上野幸二　村松和夫　松木靖
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マイ　★★
オピニオン
意見・私見

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

　世はランニングブーム。２００９年のレジャー白
書の統計によるとランニング人口は何と２８００万
人。遅ればせながらだけどブームに乗っかって走っ
てみた。
　走り出して２年ほど経つが、意外にハマって自分
でもびっくりしている。
　最初は歩きから始めて１～２ｋｍで精一杯だったのが、今では10ｋｍ
位まで走れるようになった。少しづつ走れる距離が延びることが嬉しい。
　走り出して半年ほどしたころから、食生活が変わってきた。御飯がと
てもうまい。もちろんアルコールや脂っこい物もうまいけど、自然と摂る
量が減ってきた。
　口数が少なく感情表現が下手で、そのせいで自分の中にいろいろ貯め
こんでしまうタイプだけど、走るとそうしたものがどこかに消えていること
が多くてすごく気分がいい。
　調子に乗って走りすぎて、膝を痛めて病院通いっていう、本末転倒も
やらかした。でもこれは通称ランナー膝というポピュラーな症状だと教え
てもらい一安心。以降は、中年おじさんの自覚を持って無理せず走って
いる。
　いずれはフルマラソンにも挑戦したい。
　以前テレビで、タレントが佐渡ヶ島トライアスロンに挑戦する姿を見て
「あんな風に自分自身と闘いながらゴールを目指したい」と本気で思った。
この歳で「本気でチャレンジしたいことが出来た」ことが、なんか嬉しい。
　そうそう、「飲みに行ってくる」より「走ってくる」の方が奥さんのウケ
も断然いい。
　さすがに今は目の前の豪雪相手で走れないけど、春に向けた体力作り
のつもりで雪かきしてると、スノーダンプも苦にならない。
　こうして書いてみると良いことばっかりだけど、ほんとだからすごい！
『どうだえ？おめっちゃも、試しに走ってみねがえ！』

　中曽根地区に越してきて８年が過ぎようと
しています。この間、専門部員４年、中曽根
地区の集落館長を２年勤めさせていただきま
した。
　初めの頃は、右も左も分からずに責任感も
なく、年中行事へ参加したり、参加しなかっ
たりで周囲の方々に迷惑をかけてきました。
　しかし、中曽根に越してきたからには、こ
の集落の方 と々接し、この地区の事を少なか
らず勉強させていただこうと、年中行事に参
加させていただきました。思っていた以上に
専門部員の仕事が多いこと、年中行事が多い
こと、行事に参加していただく方が多いことに
驚きながら任期を務めさせていただきました。
　その中で仲間もでき、他の地区の方 と々顔
馴染みになり、ここに来て良かったと思うよう
になり楽しく過ごすことができました。この経
験を生かし集落館長の役名のもと、参加くだ
さる方々がどうすれば楽しんでいただけるか
と考え、いろいろと好き勝手をやらしてもらい
ました。迷惑をかけてきましたが、一言『良かっ
た』と言っていただけたことが、嬉しく、やっ
て良かったと思います。
　これからも、役を問わず、この地区の行事
には、積極的に参加しようと思います。

「公民館」
外様中曽根地区　村山耕士

「走ることについて」
桑名川公民館長　大口英麿

【地区館情報】

飯　
山

飯　
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◇
飯
山
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
２
月
26
日
（
日
）
９
時
か
ら
市

屋
内
運
動
場
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
ず
最
初

に
ラ
ジ
オ
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
、

初
心
者
対
象
の
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
で
、

経
験
者
と
初
心
者
の
合
同
チ
ー
ム

を
４
チ
ー
ム
作
り
、
各
チ
ー
ム
２

試
合
づ
つ
行
い
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
雪
降
り
で
寒
い
中
で
し

た
が
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
表
彰
式
の
後
の
恒
例
の
豚

汁
で
交
流
会
を
し
ま
し
た
。

　
　

　
２
月
11
日
（
土
）、
12
日
（
日
）

伍
位
野
交
差
点
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

に
て
、
恒
例
「
秋
津
ゆ
き
だ
る
ま

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
今
年
も

飯
山
ゆ
き
ま
つ
り
の
お
出
迎
え
と

し
て
「
大
ゆ
き
だ
る
ま
」
が
登
場

し
ま
し
た
。
一
緒
に
作
っ
た
「
す

べ
り
台
」
は
、
子
ど
も
の
み
な
ら

ず
大
人
に
ま
で
大
好
評
で
し
た
。

優　

勝　

D
チ
ー
ム

（
小
山
忠
夫
、
小
池
仁
子
、
坂
本

繁
樹
、
塩
崎
寛
彦
、
常
田
新
吾
）

準
優
勝　

B
チ
ー
ム

（
大
原
秀
雄
、南
澤
久
、高
山
磯
子
、

松
田
つ
な
子
、
川
口
雪
子
）

◇
第
14
回
秋
津

　
　
　
　
ゆ
き
だ
る
ま
ま
つ
り

ボールに集中して

楽しく賑わいました

ふるさと館への寄贈資料

□小林髙則 様　○糸車
□大口修平 様　○スキー、古文書
□丸山陽子 様　○教科書（江戸時代～昭和初期）、古文
                       書
□武田信雄 様　○雪ぼっち、煙草入れ、煙管、火鉢
□中村姚子 様　○古書籍、菓子製造用具、戦時品ほか
□藤巻英男 様　○三段飾りひな人形（昭和61年）
□宮本くに子 様　○宮殿雛、高砂人形（昭和30年代）
□小池君恵 様　○七段飾りひな人形（昭和47年）
□大野純夫 様　○たらい、畦塗り、スキーストック
□関口信男 様　○スキー板（指導者用クロスカントリー
                       スキー）
□佐藤文明 様　○スキー板（昭和40年代）

       （平成23年8月～平成24年2月分）
下記のとおり貴重な資料をご寄贈いただきました。

　23年度も多くの郷土資料を寄贈いただき、ありがとうご
ざいました。24年度は寄贈資料の整理作業を行いますの
で、受け入れを休止させていただきます。緊急の場合は事
前にご相談ください。

飯
山
市
ふ
る
さ
と
館
で
は
企
画
展「
ひ
な
人
形
展
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
享
保
雛
、
慶
応
雛
を
は
じ
め
、
宮
殿
雛
、
木
目
込
み
人
形
、

現
代
の
段
飾
り
、
飯
山
流
つ
る
し
雛
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ひ
な
人
形
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
き
た
ひ
な
人
形
の
数
々
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

飯山城下町
ひな街道

■
期　
間

　
ふ
る
さ
と
館
会
場　
　

　

３
月
25
日（
日
）ま
で

■
場　
所　
　

　

飯
山
市
ふ
る
さ
と
館

■
開
館
時
間　

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　

 （
入
館
は
午
後
５
時
半
ま
で
）

■
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日

　
　

 （
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

■
入
館
料

　
大
人
２
０
０
円

　
小
中
学
生
１
０
０
円　

　
※
市
内
の
小
中
学
生
は
無
料

ふるさと館企画展 開催中

△ひな人形に見入る子どもたち

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
審
議
会
等
の
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

飯
山
市
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
館
の
運

営
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
次
の
審
議
会

等
で
、
市
民
の
方
か
ら
も
委
員
に
加
わ
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
、
積
極
的
な
意
見
を
述
べ
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

○申込み手続き
　応募申込書に、必要事項及び応募される館の事
業についてのご意見等を必ず記入し、下記までお
持ちいただくか、郵送またはe-mailによる提出を
お願いします。（※応募申込書はふるさと館にあります。）
  ・e-mail  furusato@citiy.iiyama.nagano.jp
  ・応募申込書はふるさと館ＨＰからダウンロードできます。
  ・飯山市ふるさと館  〒389-2253飯山市大字飯山１４３４－１
○選考方法
　提出された『応募申込書』により、選考を行います。
○受付期間　3月30日（金）まで
○報 酬 等　会議の出席に応じ、市が定める額
○応募資格　  
　      １，飯山市に住民登録している20歳以上の方
　      ２，現に飯山市の他の審議会等の公募委員でない方
　      ３，飯山市の職員及び議員でない方
　      ４，市税等を滞納していない方
　      ５，応募される館の事業に参加される等、関心のある方
○その他
　審議会等の会議は、年２回程度で平日２時間程度を予定し
ています。
　不明な点等がありましたら、ふるさと館(℡ 67-2030)ま
でお問い合せください。

ひな人形展 

●
審
議
会
名　
飯
山
市
ふ
る
さ
と
館
運

                 

営
協
議
会

●
募
集
人
員　
１
名

●
委
員
任
期　
発
令
日  

4
月
〜

　
　
　
　
　
　

 

平
成
26
年
３
月
31
日

お 知 ら せ

　ふるさと館では、日常生活に欠かせない食料
である大豆に焦点をあて、種まきから始めて豆
腐や味噌を作る体験を通して、親子で食物の大
切さや手作りの楽しさを学ぶ「親子食文化講座」
を開催しました。
　今回で 5年目になるこの講座には、10 組 24
名の親子の皆さんにご参加いただきました。今
年度は天候に恵まれず、作業が中止となったこ
ともありましたが、種まきから味噌・納豆つく
りまでの全 8講座が無事終了しました。

ふるさと館親子食文化講座 「大豆を育てて
味噌と豆腐を作ろう！」 終了しました

　収穫した枝豆で
ずんだもちをつく
りました。
　一株からどのく
らいの豆ができて
いるかを数えたら
306 粒も豆ができ
ていることが分か
りました。

△



25  公 民館報いいやま 28 29総合学習センターだより/12.3

岡　
山

岡　
山　
　
　

太　
田　

太　
田　
　
　

常　
盤　

常　
盤　
　
　

◇
冬
の
常
盤
サ
ロ
ン
講
座
「
あ
っ

た
か
・
手
編
み
の
帽
子
」 

　

２
月
８
日
（
水
）
15
日
（
水
）

の
両
日
、
か
ぎ
針
編
み
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
服
部
春
江
さ
ん
（
中

野
市
）
を
講
師
に
、
18
名
の
参
加

者
で
賑
や
か
に
開
催
し
ま
し
た
。

普
段
編
み
物
に
は
慣
れ
た
参
加
者

た
ち
も
、
講
師
か
ら
一
通
り
説
明

◇
そ
ば
打
ち
教
室

　
４
月
よ
り
、
そ
ば
打
ち
教
室
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
後

日
、
太
田
公
民
館
報
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
大
勢
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　昨年、茅野市民会館において、諏訪中央
病院名誉院長であり作家の鎌田實先生の講
演をお聞きする機会を得ました。先生は37
年間地域医療に携わるとともに、ベストセラー
「がんばらない」など多くを執筆されていま
す。
　その講演の中で、大変印象的なお話をお
聞きしたので、少し紹介させていただきます。
　鎌田先生は、絶望的な状況を希望に変え
るのに、「にも関わらず」ということを覚えて
帰ってほしいと、次のお話をされました。
　先生は、パレスチナの12才の少年が、イ
スラエル兵に撃ち殺され、その息子を殺され
た父親が、敵のイスラエル人への臓器移植
を承諾したという記事を目にしました。
　その少年アハメド君はイスラエル兵に２発
の銃撃を受けました。知らせを聞き病院にた
どり着いた父親は、主治医から脳死を告げら
れ、さらに「息子さんの心臓をいただけない
か。」と話を受けました。
　パレスチナとイスラエルは、もう62年間
も戦い続けています。アハメド君の家も、国
連のイスラエル建国の決定により、故郷を追
われ、ずっと難民キャンプで暮らしています。
　しかし、この父親は移植を承諾し、歩くこ
ともできなかった12才の少女にこの心臓が
移植されました。
　先生はこの話を知り、その少女の父親に
会うために、アハメド君の父親イスマイルさ
んをつれて、世界で最も危険地帯といわれ
るイスラエルを旅します。その家に着き少女
の父親に会っていると、なんとその少女が出
てきました。イスマイルさんは、少女を見つ
けると近寄り抱きしめました。「うれしい。自
分がやったことは、今でも正しかったかどう
か分からない。自分が間違ったことをしたの
ではとずっと悩んでいた。でも、こうやって

飯
山
市
教
育
部
長
（
兼
）
子
ど
も
課
長　
　

森　

勝

絶
望
的
な
状
況
を
希
望
に
変
え
る
「
に
も
関
わ
ら
ず
」

◇
輪
島
あ
え
の
風
冬
ま
つ
り　

に
ぎ
わ
い
大
市「
全
国
丼
ま
つ
り
」

　
２
月
18
日
（
土
）
〜
19
日
（
日
）

「
み
ゆ
き
豚
丼
で
飯
山
を
元
気
に

す
る
会
」
が
、昨
年
に
引
き
続
き
、

石
川
県
輪
島
市
で
開
催
さ
れ
た

「
輪
島
あ
え
の
風
冬
ま
つ
り　

に

ぎ
わ
い
大
市
『
全
国
丼
ま
つ
り
』」

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
み
ゆ
き
ポ
ー
ク
と
飯
山
の
お
米

を
使
っ
た
み
ゆ
き
豚
丼
は
、
先
日

「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
を
受
賞

し
、
長
野
県
内
で
は
一
躍
脚
光
を

浴
び
ま
し
た
が
、
県
外
で
も
こ
の

み
ゆ
き
豚
丼
を
通
じ
飯
山
の
素
晴

ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

ス
ペ
シ
ャ
ル
メ
ニ
ュ
ー
「
炭
火
焼

　
　
　

女の子を見るとやっぱりうれしい。」と言いま
した。先生は、「僕が父親なら、絶対心臓移
植の許可などしません。あなたは、良くでき
ましたね。」と聞きました。すると、「海で溺
れた人がいたら、泳げる人間は海に飛び込
んで助けるだろう。当たり前のことだ。」と父
親は答えました。先生は、すごい、負けたと
思ったそうです。
　そこで、その少女サマーちゃんに「あなた
の夢はなんですか」と尋ねました。すると「私
は、12才まで学校に行かれなかったけど、
手術が成功して学校に行かれるようになっ
た。来年は18才になるので大学を受験して、
命をもらったので、今度は命を助ける側にな
りたい。いつか、パレスチナ人を助けて、病
気の子供を救いたい。」と話してくれました。
　先生はこの話をもとに、『アハメドくんのい
のちのリレー』という絵本を書きました。そ
して、イスラエルやパレスチナの若いお母さ
ん方に読んでもらいたいと英訳してもらいま
した。
　アラブは男社会でやられたら、やり返すで
やってきたが、女たちはいつか、かつてより
未来が大事と考える時が来る。この本が役
に立ってくれたら良いなとの思いからです。
　「もし、サマーちゃんがパレスチナの子供
を救ったら雪解けが来るかもしれないが、一
番大事なのは、何と言ってもお父さんです。
息子を殺されたという絶望的な状況にも関
わらず「にも関わらず」敵の子供を救ったと
いうことです。憎しみを横に置いたというこ
とです。」と話されました。
　もし、自分がこの父親と同じ状況となった
時に、このようなことができるのか、「にも関
わらず」この言葉の意味をかみしめていきた
いと考えています。

人 権
学習シリーズ

◇
「
冬
の
茶
話
会
」

　
２
月
７
日
（
火
）
に
「
冬
の
茶

話
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
冬
場

は
な
か
な
か
外
に
出
る
機
会
が
な

い
も
の
で
す
が
20
名
ほ
ど
集
ま
っ

て
、
み
ん
な
で
郷
土
料
理
の
笹
ず

し
、
や
し
ょ
う
ま
を
つ
く
る
な
ど
、

富　
倉

富　
倉　
　
　

瑞　
穂

瑞　
穂　
　
　

◇
木
島
地
区
人
権
学
習
会

　
３
月
23
日
（
金
）
午
後
６
時
30

分
か
ら
木
島
公
民
館
に
て
内
山
二

郎
さ
ん
を
講
師
に
人
権
学
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
内
山
さ
ん
は
Ｔ
Ｖ

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
等
を
経
て
フ
リ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
世
界
中

で
活
動
さ
れ
た
経
歴
の
方
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

木　
島

木　
島　
　
　

◇
囲
碁
、
将
棋
、
麻
雀
大
会　

決
戦
日
時　
３
月
18
日
（
日
）

              

午
前
８
時
45
分
か
ら

会
場　

活
性
化
セ
ン
タ
ー

参
加
料　
２
，
０
０
０
円

          （
昼
食
・
ド
リ
ン
ク
付
き
）

◇
親
子
う
ど
ん
打
ち
体
験
ほ
か

（
公
民
館
、
子
ど
も
会
育
成
協
議

会
共
催
）

日
時　
３
月
18
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
か
ら

会
場　

活
性
化
セ
ン
タ
ー

内
容　

こ
ね
鉢
を
使
わ
な
い
簡

単
な
う
ど
ん
の
打
ち
方
も
体
験
、

打
っ
た
う
ど
ん
は
み
ん
な
で
試
食

し
ま
す
。

平
成
24
年
度
瑞
穂
公
民
館
主
な
事
業

　

２
月
11
日
（
土
）、
瑞
穂
公
民

館
運
営
審
議
会
が
開
か
れ
、
平

成
24
年
度
の
瑞
穂
公
民
館
事
業
・

予
算
に
つ
い
て
承
認
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
主
な
事
業
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◇
瑞
穂
地
区
球
技
大
会　

　
６
月
３
日
（
日
）

◇
瑞
穂
地
区
大
運
動
会　

　
８
月
26
日
（
日
）

◇
瑞
穂
地
区
文
化
祭
・
駅
伝
大
会

　

10
月
28
日
（
日
）

　

こ
の
ほ
か
学
習
事
業
で
は
、
趣

味
の
講
座
や
地
域
を
あ
ら
た
め
て

知
る
た
め
の
「
み
ず
ほ
の
郷
再
発

見
塾
」
を
開
催
、
厚
生
体
育
事
業

で
は
、
飯
山
市
駅
伝
大
会
へ
「
瑞

穂
チ
ー
ム
」
を
編
成
し
て
参
加
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
広
報
事

業
で
は
、「
館
報
み
ず
ほ
」
や
事
業

の
お
知
ら
せ
な
ど
を
発
行
し
、
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

を
受
け
い
ざ
編
み
始
め
た
ら
悪
戦

苦
闘
？
の
連
続
で
講
師
先
生
の
周

り
に
は
常
に
、「
こ
こ
は
ど
う
す
る

ん
だ
え
？
」「
こ
れ
じ
ゃ
違
う
ん

か
え
？
」
と
質
問
者
が
絶
え
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。 

　

当
初
は
２
時
間
程
度
の
講
座
の

予
定
で
し
た
が
、
そ
れ
で
は
済
ま

ず
講
師
先
生
に
は
時
間
の
許
す
限

り
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
は
両
日

と
も
夕
方
ま
で
黙
々
と
編
む
の
に

熱
が
入
り
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た

顔
見
知
り
と
ワ
イ
ワ
イ
お
喋
り
し

な
が
ら
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

最
後
は
見
事
に
帽
子
が
完
成
し
全

員
満
面
の
笑
顔
で
し
た
。 

み
ゆ
き
豚
丼
」
を
用
意
し
て
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
大
雪
の
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
大
勢
の
お
客
さ

ん
に
ご
好
評
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
末
の
新
幹
線
開

業
に
よ
り
ぐ
っ
と
身
近
に
な
る
北

陸
方
面
を
は
じ
め
、
各
地
へ
の
宣

伝
行
脚
の
活
動
は
今
後
も
続
き
ま

す
。

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

◇
秋
津
地
区
人
権
同
和

　
　
　
男
女
共
同
参
画
学
習
会

　
２
月
17
日
（
金
）
活
性
化
セ
ン

タ
ー
で
「
身
近
な
人
権
」
と
題
し

北
信
教
育
事
務
所
の
両
澤
宏
樹

さ
ん
を
講
師
に
行
い
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
も
多
く
の

差
別
、
人
権
侵
害
も
起
き
て
い
る

事
を
学
び
、
改
め
て
こ
の
問
題
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
有
意
義

な
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
地
元
の
か
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
手
作
り
の
“
や
し
ょ

う
ま
”
や
キ
ノ
コ
な
ど
の
特
産

物
、
手
打
ち
そ
ば
の
販
売
、
ま
た

“
特
製
汁
”
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
に

大
勢
の
お
客
さ
ん
に
立
ち
寄
っ
て

い
た
だ
き
、
本
当
に
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
良
い
お
も
て
な
し

が
出
来
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

冬の楽しい茶話会

飯山ブランドを全国にＰＲ

手作りの帽子をかぶって

　

ま
た
、
講
師
の
服
部
先
生
は

他
に
も
ビ
ー
ズ
を
使
っ
た
ジ
ュ
エ

リ
ー
な
ど
い
ろ
ん
な
才
能
を
お
持

ち
の
方
で
す
の
で
、
暖
か
く
な
っ

た
ら
別
の
講
座
を
再
度
お
願
い

す
る
予
定
で
す
。
そ
の
際
も
是
非

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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開館時間と休館日
＜開館時間＞  火～金9：30～18：00
　　　　　  土・日9：30～17：00
 ＜定 休 日＞   月曜日・祝祭日・年末年始

◇ 図書館カレンダー ◇

の日は休館です。

図書館
ニュース

４/１ 日 10:30～おはなしひろば
２ 月 月曜休館
３ 火
４ 水 移動図書館車③コース
５ 木 10:30～絵本とわらべうたの会
６ 金 移動図書館車②コース
７ 土
８ 日 10:00～ブックスタート
９ 月 月曜休館
10 火 蔵書整理による休館
11 水
12 木
13 金
14 土
15 日
16 月
17 火
18 水
19 木
20 金
21 土
22 日 10:30～おはなしひろば
23 月 月曜休館
24 火
25 水 移動図書館車①コース
26 木 10:30～絵本とわらべうたの会
27 金 移動図書館車④コース
28 土
29 日 祝日休館（昭和の日）
30 月 月曜休館

らいぶらりいブックレビュー
こんなのもあります

旬の本・話題の本・意外な本

「
長
野
県
の
地
震
入
門
」

　
　
　

塚
原
弘
昭　

編　

　
（
し
な
の
き
書
房　
刊
）
　長野県には多くの活断層が
走っていて、その中には地震発
生確率の高い活断層も数多く存
在します。地震はどうして起こ
るの？長野県の活断層はどこを
通っているの？など、昨年の栄村
や松本の地震も踏まえ、地震発
生のメカニズムとその影響が解
説してあります。

よ
み
も
の

日
本
全
国
獅
子
・
狛
犬
も
の
が
た
り

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
ア
ジ
ア
地
域
統
合　

「
戦
略
」
決
定
の
方
法

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
の
心
が
わ
か
る
本　

福
を
招
く
お
守
り
菓
子　

植
物
に
よ
る
食
中
毒
と
皮
膚
の
か
ぶ
れ

大
人
の
発
達
障
害
に
気
づ
い
て
・
向
き
合
う
完
全
ガ
イ
ド

認
知
症
の
最
新
治
療
法　

大
災
害
と
子
ど
も
の
心　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
物
語　

水
を
守
り
に
、
森
へ

好
奇
心
ガ
ー
ル
、
い
ま
97
歳　

釉
薬
手
づ
く
り
帖　

さ
わ
り　

ド
ラ
フ
ト
外

瓦
礫
の
中
の
幸
福
論　

上
杉　

千
郷

羽
場
久
美
子

川
島　

博
之

磯
部
　

潮

溝
口　

政
子

指
田
　

豊

黒
澤　

礼
子

小
阪　

憲
司

冨
永　

良
喜

松
瀬
　

学

山
田
　

健

笹
本　

恒
子

野
田　

耕
一

佐
宮
　

圭

澤
宮
　

優

渡
辺　

淳
一

生
活
・
社
会
・
趣
味

花
嫁　

奇
妙
な
絵
柄　

野
い
ば
ら

晴
天
の
迷
い
ク
ジ
ラ　

ク
ロ
ス
・
フ
ァ
イ
ヤ
ー　

眺
望
絶
佳　

花
酔
ひ

朝
の
霧　

検
事
の
本
懐　

青
山　

七
恵

池
永
　

陽

梶
村　

啓
二

窪
　

美
澄

柴
田
よ
し
き 

中
島　

京
子

村
山　

由
佳

山
本　

一
力

柚
月　

裕
子

新 着 図 書 案 内

下
町
ロ
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　

  

池
井
戸
潤　

　

航
平
は
宇
宙
工
学
の
道
を
あ
き

ら
め
、
実
家
の
佃
製
作
所
を
継
い

で
い
た
が
、
突
然
の
取
引
停
止
、

さ
ら
に
特
許
侵
害
の
疑
い
で
訴
え

ら
れ
る
な
ど
、
大
企
業
に
翻
弄
さ

れ
、
会
社
は
倒
産
の
危
機
に
。

大
人
の
流
儀　

　
　
　
　
　
　
　

  

伊
集
院
静　

　
こ
ん
な
と
き
、
大
人
な
ら
ど
う

考
え
、ど
う
振
る
舞
う
の
だ
ろ
う
。

｜
「
本
物
の
大
人
」
に
な
り
た
い

あ
な
た
に
捧
げ
る
、
こ
の
一
冊
。

「
ま
た
、
必
ず
会
お
う
」
と
誰

も
が
言
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
喜
多
川
泰　

　

人
生
を
考
え
始
め
た
高
校
生
に

大
人
た
ち
が
語
り
か
け
る
、
あ
た

り
ま
え
だ
け
ど
キ
ラ
リ
と
光
る
珠

玉
の
言
葉
。
誰
の
人
生
に
も
起
こ

り
う
る
出
来
事
か
ら
喜
多
川
泰
が

お
届
け
す
る
感
動
の
物
語
。

死
ぬ
ま
で
仕
事
に
困
ら
な
い
た

め
に
20
代
で
出
逢
っ
て
お
き
た

い
１
０
０
の
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
千
田
琢
哉　

　

人
生
は
出
遭
っ
た
言
葉
の
質
と

量
で
決
ま
る
！
20
代
で
や
っ
て
お

く
べ
き
、
た
っ
た
ひ
と
つ
の
こ
と

ば
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
と
に
か

く
、た
く
さ
ん
の
良
い
言
葉
の
シ
ャ

ワ
ー
を
浴
び
て
お
く
こ
と
だ
。

大
学
生
の
た
め
の「
社
会
常
識
」

講
座

　
　
　
　
　
　
松
野
弘
（
編
著
）

　
「
知
性
」
と
「
社
会
常
識
」
を

武
器
に
新
た
な
時
代
の
イ
ノ
ベ
ー

タ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
望

む
志
の
高
い
学
生
に
捧
ぐ
、
必
読

の
一
冊
。

ふ
む
ふ
む
｜
お
し
え
て
、
お
仕
事

　
　
　
　
　
　

  

三
浦
し
を
ん　

　
こ
ん
な
喜
び
や
ご
苦
労
が
あ
っ

た
ん
だ
！
靴
職
人
、
ビ
ー
ル
職
人
、

漫
画
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
染
織
家・・・

働
く
女
性
た
ち
の
話
に
「
ふ
む
ふ

む
」
と
相
槌
、
共
感
、
感
動
し
ま

く
り
の
探
訪
記
。

心
を
整
え
る
。
勝
利
を
た
ぐ
り

寄
せ
る
た
め
の
56
の
習
慣　

　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
部
誠　

　

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
キ
ャ
プ
テ

ン
・
長
谷
部
誠
。
選
手
と
し
て
突

出
し
た
武
器
を
も
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
彼
が
、
な
ぜ
あ
ら
ゆ
る

指
揮
官
に
重
宝
さ
れ
、
勝
利
を
呼

び
込
む
の
か
。

読書のすすめ
　
先
月
に
引
き
続
き
社
団
法
人　
読
書
推
進
運
動
協
議
会

発
行
の
「
２
０
１
２
『
若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め
』」
で

推
薦
さ
れ
た
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
春
、
学
校
に
入
学
す
る
人
、
就
職
す
る
人
な
ど
、
新

し
い
門
出
を
迎
え
る
若
い
人
に
は
、
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き

た
い
本
ば
か
り
で
す
。
ま
た
、
大
人
の
皆
さ
ん
も
若
い
頃
を

懐
か
し
み
な
が
ら
、
お
読
み
く
だ
さ
い
。

２０１２　若い人に贈る

　
４
月
10
日
（
火
）
か
ら
20
日
（
金
）
ま
で
の
11
日
間
は
蔵
書
整
理

作
業
の
た
め
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
間
は
移
動
図
書

館
の
巡
回
も
休
止
と
な
り
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
休
館
中
の
本
の
返
却
は
返
却
ポ
ス
ト
に
お
願
い
し
ま
す
。

移動図書館車ゆきつばき号巡回日程表（平成 24 年４月～５月）
１コース 水曜日 ２コース 金曜日 ３コース 水曜日 ４コース 金曜日
北原公会堂 今井生活改善センター 温井多目的センター ＪＡ太田出張所前

9：50～ 10：10 10：00～ 10：20 10：00～ 10：20 10：00～ 10：20

柏尾公民館 千曲荘前 蕨野ふるさと館前 柳沢公会堂
10：15～ 10：35 10：25～ 10：50 10：30～ 10：50 10：25～ 10：45

戸隠公民館 旧戸狩セブンイレブン前 戸狩温泉スキー場瀬木駐車場 小泉集落センター
10：45～ 11：05 10：55～ 11：15 10：55～ 11：15 10：55～ 11：15

下水沢公会堂 大塚生活改善センター 顔戸公会堂 外様活性化センター
11：10～ 11：30 11：20～ 11：40 11：25～ 11：45 11：25～ 11：45

小沼倉科商店前 西大滝旧鈴木病院 坂井多目的集会所 旧ＪＡ富倉支所付近
11：35～ 11：55 2：20～ 2：40 1：50～ 2：10 2：00～ 2：20

関沢農業生活改善センター 藤沢多目的集会所 ふっくら工房ふるさと前 市ノ口公会堂付近
2：25～ 2：45 2：45～ 3：05 2：15～ 2：35 2：40～ 3：00

神戸公民館 馬場集会所 上組公民館 小佐原公会堂
2：55～ 3：15 3：10～ 3：30 2：50～ 3：10 3：05～ 3：25

福島公民館 和水多目的センター 深沢公会堂 山口公会堂
3：20～ 3：40 3：35～ 3：55 3：20～ 3：35 3：30～ 3：50

戸那子構造改善センター 岡山活性化センター 茂右エ門新田区民センター 笹川公民館
3：50～ 4：10 4：00～ 4：20 3：40～ 3：55 3：55～ 4：15

常盤小学校付近 秋津中央公会堂 南条生活改善センター
4：20～ 4：40 4：05～ 4：25 4：20～ 4：40

中町神社道路付近
4：30～ 4：50

４月25日 ４月６日 ４月４日 ４月 27日
５月９・23日 ５月 11・25日 ５月２・16・30日 ５月 18日

      　
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
時
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

            　
　
　
　

  

巡
回
日

蔵
書
整
理
に
伴
う
休
館
の
お
知
ら
せ

胎
教
ク
ラ
シ
ッ
ク　
ベ
ス
ト　
　

津
軽
三
味
線　
ベ
ス
ト　

日
本
の
こ
ど
も
う
た
１
〜
４　
　

キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド

キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド

テ
イ
チ
ク
レ
コ
ー
ド

Ｃ
Ｄ

第２弾


